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国
内
外
情
勢
の
特
徴
的
な
と

こ
ろ
で
は
、
世
界
の
人
々
の
生

命
と
安
全
を
脅
か
す
戦
争
が
拡

大
・
深
刻
化
し
て
い
る
。
ま
さ

に
『
戦
争
か
平
和
か
』
。
危
機

的
状
況
を
打
開
す
る
道
へ
の
模

索
が
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
開

催
さ
れ
る
第
19
回
全
国
港
湾
定

期
大
会
で
は
、
9
月
〜
10
月
に

愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
『
ア
ジ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
』
の
影
響
で
豊
橋
市
内

の
ホ
テ
ル
が
ほ
ぼ
満
室
状
態
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
会

参
加
者
全
員
が
シ
ー
パ
レ
ス
に

宿
泊
で
き
る
よ
う
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
を
調
整
す
る
こ
と
で
確

認
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
絞

っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
定
期
大

会
を
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
ラ
イ
ブ

で
の
配
信
を
検
討
し
て
い
る
。

大
会
提
出
議
案
は
、
第
一
号

議
案
『
25
年
度
の
主
な
取
り
組

み
経
過
（
案
）
』
、
第
二
号
議

案『
26
年
度
運
動
方
針（
案
）』、

第
三
号
議
案
『
産
別
ス
ト
ラ
イ

キ
権
の
確
立
に
つ
い
て（
案
）』、

第
四
号
議
案
『
会
計
処
理
規
定

の
改
正（
案
）
』
、
第
五
号
議
案

『
25
年
度
決
算
報
告
及
び
26
年

度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
』
か

ら
な
り
、
26
年
度
秋
年
末
闘
争

方
針
に
つ
い
て
（
案
）
や
、
大

会
宣
言（
案
）、
特
別
決
議（
案
）

な
ど
も
提
起
す
る
。

運
動
方
針
（
案
）
の
運
動
の

基
調
と
基
本
的
課
題
で
は
、
港

湾
労
働
者
を
巡
る
情
勢
の
特

徴
、
港
湾
産
別
労
使
関
係
を
巡

る
現
状
に
対
す
る
認
識
か
ら
求

め
ら
れ
る
26
年
度
の
運
動
を
次

の
4
点
を
基
調
に
取
り
組
む
こ

と
が
提
案
さ
れ
る
。

①
今
後
の
産
別
運
動
の
強
化

・
発
展
、
『
魅
力
あ
る
港
湾
労

働
』
の
確
立
へ
の
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
に
ふ
さ
わ
し
い
産

別
労
使
関
係
の
再
構
築
を
年
度

方
針
の
基
調
の
第
一
の
柱
と

し
、
こ
れ
を
26
年
度
の
運
動
を

通
じ
て
追
求
し
て
い
く
。

②
持
続
可
能
な
港
湾
の
未
来

を
築
く
た
め
の
人
員
確
保
、
そ

の
た
め
の
魅
力
あ
る
港
湾
労
働

の
確
立
を
軸
と
し
た
諸
課
題
の

前
進
を
着
実
に
図

る
こ
と
で
あ
る
。

26
春
闘
で
は
、

人
員
確
保
の
た
め

の
答
申
の
具
現

化
、
福
利
厚
生
等

基
金
の
拡
充
な

ど
、
人
員
確
保
と

労
働
環
境
整
備
を

見
通
す
一
歩
を
踏

み
出
す
合
意
が
で
き
た
。一
方
、

基
本
的
な
労
働
条
件
の
課
題
で

あ
る
『
賃
金
引
上
げ
』
と
『
労

働
時
間
短
縮
』
に
つ
い
て
の
産

別
的
対
応
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
あ
ら
た
め
て
、

賃
上
げ
と
時
短
を
産
別
で
追
求

し
て
い
く
運
動
を
進
め
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
仕
事
と
産
業

の
未
来
、
人
員
確
保
の
要
件
と

し
て
整
え
る
担
保
と
し
て
具
体

化
し
て
い
く
。

③
仕
事
と
暮
ら
し
の
『
安
全

・
安
心
』
を
徹
底
追
求
す
る
。

そ
の
た
め
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
憲
法
を
、
職
場
と
暮
ら
し

に
活
か
す
旗
印
を
掲
げ
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
憲

法
条
項
は
、
職
場
を
戦
争
の
道

具
に
さ
せ
ず
、
労
働
者
を
戦
禍

に
晒
さ
せ
な
い
（
9
条
）
、
人

と
し
て
港
湾
労
働
者
と
し
て
の

人
権
を
守
り
抜
く
（
11
条
）
、

港
湾
労
働
者
の
幸
せ
を
追
求
す

る
（
13
条
）
、
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る

要
件
を
整
え
る
（
25
条
）
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
追
求
は
、
労
働

三
権
の
保
障
を
謳
う
28
条
に
基

づ
く
権
利
行
使
で
あ
り
、
日
港

協
の
独
禁
法
抵
触
論
は
、
団
体

交
渉
権
の
否
定
で
あ
る
。
憲
法

が
保
障
す
る
諸
権
利
に
確
信
し

て
、
産
別
労
使
と
し
て
港
湾
労

働
者
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
『
安

全
・
安
心
』
を
追
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
港
湾
産
別
運
動
・
全
国
港

湾
の
組
織
そ
の
も
の
を
強
化

し
、
国
際
連
帯
活
動
に
積
極
的

に
貢
献
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
『
交
通
運
輸
労
働

者
は
世
界
を
動
か
す
』
と
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
世
界
の
交
通

運
輸
労
働
者
を
組
織
し
、
鼓
舞

し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
物

流
こ
そ
経
済
の
動
脈
で
あ
り
、

こ
の
現
場
で
平
等
や
人
権
を
担

保
さ
せ
る
こ
と
で
世
界
を
変
え

よ
う
と
の
宣
言
で
あ
る
。
こ
れ

に
応
え
、
国
際
連
帯
の
運
動
を

強
め
る
と
同
時
に
、
全
国
港
湾

は
日
本
の
港
湾
労
働
者
は
も
と

よ
り
、
世
界
の
港
湾
労
働
者
の

団
結
に
資
す
る
も
の
と
し
て
奮

闘
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

26
秋
年
末
方
針（
案
）で
は
、

11
月
11
日
（
水
）
〜
12
日
（
木
）

に
中
央
行
動
を
設
定
し
、
行
政

行
動
や
ユ
ー
ザ
ー
行
動
な
ど
を

取
り
組
む
。

具
体
的
な
項
目
は
、
適
正
料

金
確
保
・
認
可
料
金
制
復
活
、

体
制
的
『
合
理
化
』
の
課
題
、

安
全
問
題
な
ど
と
す
る
。
総
合

的
な
企
画
・
運
営
は
書
記
局
会

議
・
教
宣
部
会
で
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
取
り
組
む
。ま
た
、

10
月
26
日
（
月
）
〜
11
月
4
日

（
水
）
を
地
区
統
一
行
動
ゾ
ー

ン
と
し
て
設
定
し
、
中
央
行
動

と
連
動
し
た
諸
課
題
と
地
区
独

自
の
課
題
も
掲
げ
て
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

27
春
闘
の
準
備
に
つ
い
て

は
、
次
の
通
り
に
提
案
す
る
。

①
26
秋
年
末
闘
争
の
到
達
点

を
踏
ま
え
、
単
組
・
地
区
港
湾

の
大
会
や
学
習
会
、
地
区
港
湾

事
務
局
長
会
議
な
ど
を
通
じ
て

積
極
的
に
職
場
の
要
求
を
汲
み

上
げ
、
中
央
執
行
委
員
会
が
責

任
を
も
っ
て
、
た
た
か
う
方
針

と
要
求
を
一
体
的
に
検
討
し
、

『
産
別
統
一
要
求
』
と
『
産
別

統
一
行
動
』
を
軸
に
た
た
か
う

27
春
闘
を
準
備
す
る
。

②
日
港
協
が
提
起
し
た
上
告

審
の
判
決
、
並
び
に
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
労
使
協
議
の
到
達
点

が
『
産
別
労
使
関
係
』
に
お
い

て
試
さ
れ
る
27
春
闘
と
な
る
こ

と
は
必
定
で
あ
る
。
い
わ
ば
、

日
港
協
が
集
団
的
労
使
関
係
の

正
当
性
を
受
け
止
め
、
産
別
労

使
関
係
の
立
場
、
二
者
二
者
協

議
の
意
義
を
踏
ま
え
た
姿
勢
に

断
ち
切
る
か
を
問
う
て
い
く
春

闘
に
な
る
。26
秋
年
末
闘
争
で
、

こ
の
点
も
見
極
め
、
27
春
闘
の

た
た
か
い
方
を
整
理
し
、
27
春

闘
方
針
案
と
要
求
案
の
提
案
を

進
め
る
。

③
27
春
闘
財
政
を
確
立
す
る

た
め
の
27
春
闘
カ
ン
パ
に
つ
い

て
は
、
27
年
2
月
2
日
（
火
）

〜
3
日
（
水
）
に
開
催
す
る
第

19
回
中
央
委
員
会
で
決
定
す
る

が
、
各
単
組
・
地
区
港
湾
の
財

政
見
通
し
を
確
か
な
も
の
と
す

る
た
め
に
、
本
定
期
大
会
に
お

い
て
提
案
す
る
。

④
27
春
闘
カ
ン
パ
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
一
人
5
0
0
円
と

し
、
そ
の
決
定
は
第
19
回
中
央

委
員
会
で
行
う
。

⑤
27
春
闘
方
針
（
案
）
と
27

産
別
春
闘
要
求
（
案
）
は
27
年

2
月
2
日
（
火
）
〜
3
日
（
水
）

に
行
う
第
19
回
中
央
委
員
会
で

審
議
・
決
定
す
る
。

全
国
港
湾
第
19
回
定
期
大
会
は
、
9
月
16
日
（
水
）
か
ら
17
日
（
木
）
に
か
け
て
豊
橋
市
『
ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
』

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
定
期
大
会
開
催
に
先
立
ち
、
大
会
議
案
書
が
常
任
中
央
執
行
委
員
会
、
中
央
執
行
委
員
会
負
の
議
論
を

経
て
作
成
さ
れ
た
の
で
、
今
号
で
は
定
期
大
会
の
お
よ
び
議
案
書
の
概
要
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

長
崎
大
会

8
月
6
日
〜
10
日
に
か
け

て
、
原
水
禁
長
崎
大
会
が
長
崎

市
内
で
開
催
さ
れ
、
初
日
の
8

月
9
日
に
は
、
「
被
爆
81
周
年

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
長
崎

大
会
」
閉
会
総
会
が
長
崎
県
立

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
、
川
野
浩
一
・
共
同
実
行

委
員
長
（
原
水
禁
共
同
議
長
）

は
、
主
催
者
挨
拶
で
、
自
ら
の

被
爆
体
験
、
長
崎
で
行
わ
れ
た

最
初
の
原
水
禁
大
会
の
熱
気
な

ど
を
振
り
返
り
つ
つ
、
核
兵
器

に
良
い
核
兵
器
、
悪
い
核
兵
器

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
類
の

生
存
の
た
め
に
す
べ
て
の
核
兵

器
を
廃
絶
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
し
、
原
水
禁
は
そ
の
実
現

に
向
け
が
ん
ば
り
続
け
る
と
述

べ
た
。

続
い
て
谷
雅
志
・
事
務
局
長

が
3
日
間
に
わ
た
る
長
崎
大
会

全
体
に
つ
い
て
の
総
括
を
報
告

し
た
。ま
た
、第
29
代
高
校
生
平

和
大
使
と
高
校
生
1
万
人
署
名

活
動
の
メ
ン
バ
ー
が
登
壇
し
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
派
遣
を
予
定
す
る

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
を
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
「
大
会
ア
ピ
ー
ル
」

を
全
体
の
拍
手
で
確
認
し
、
開

会
集
会
を
終
了
し
た
。

2
日
目
に
は
、
各
分
科
会
が

各
場
所
で
開
催
さ
れ
、
全
港
湾

は
、
「
平
和
外
交
に
実
現
に
よ

っ
て
い
か
に
戦
争
を
回
避
す
る

こ
と
が
重
要
か
」
を
主
題
と
し

た
、
「
平
和
と
核
軍
縮
Ⅱ
・
日

本
国
内
の
動
き
」へ
参
加
し
た
。

最
終
日
の
8
月
9
日
に
は
、

「
被
爆
81
周
年
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
・
長
崎
大
会
」
閉
会
総

会
が
長
崎
県
立
総
合
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、
約
9
5

0
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

川
野
浩
一
・
共
同
実
行
委
員

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
は
、
自
ら

の
被
爆
体
験
、
長
崎
で
行
わ
れ

た
最
初
の
原
水
禁
大
会
の
熱
気

な
ど
を
振
り
返
り
つ
つ
、
核
兵

器
に
い
い
核
兵
器
、
悪
い
核
兵

器
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
類

の
生
存
の
た
め
に
す
べ
て
の
核

兵
器
を
廃
絶
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
し
、
原
水
禁
は
そ
の
実

現
に
向
け
が
ん
ば
り
続
け
る
と

述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
谷
雅
志
・
事
務
局
長

が
3
日
間
に
わ
た
る
長
崎
大
会

全
体
に
つ
い
て
の
総
括
が
報
告

さ
れ
、
大
会
ア
ピ
ー
ル
（
案
）

が
採
択
さ
れ
た
。

閉
会
式
終
了
後
に
は
、
会
場

か
ら
爆
心
地
公
園
に
向
け
、
実

行
委
員
会
役
員
、
海
外
ゲ
ス
ト

を
先
頭
に
平
和
行
進
を
行
っ

た
。
11
時
02
分
を
爆
心
地
公
園

で
迎
え
た
参
加
者
は
、
鐘
の
鳴

り
響
く
な
か
、
長
崎
・
広
島
の

原
爆
犠
牲
者
、
そ
し
て
す
べ
て

の
核
被
害
者
の
皆
さ
ん
に
黙
と

う
を
捧
げ
た
。

（
執
行
委
員
長
代
行

松
永
英
樹
）

福
島
大
会

原
水
爆
禁
止
大
会
と
は
、
81

年
前
の
8
月
6
日
広
島
、
8
月

9
日
に
長
崎
で
、
投
下
さ
れ
た

原
子
爆
弾
に
よ
り
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
そ
し
て
、
今
も
な
お
被

害
に
苦
し
ん
で
い
る
人
達
も
居

る
と
い
う
事
実
が
あ
り
そ
れ

を
、
世
界
の
被
爆
者
、
核
廃
絶

を
願
う
多
く
の
市
民
と
連
携
を

し
、
核
も
戦
争
も
な
い
世
界
を

希
求
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

私
は
今
回
、
初
め
て
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
て
、

改
め
て
原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ

も
知
れ
て
、
い
ま
だ
に
多
く
の

人
が
苦
し
ん
で
い
る
事
、
そ
し

て
自
分
よ
り
も
更
に
若
い
世
代

の
多
く
の
高
校
生
達
が
色
々
活

動
し
て
い
る
と
い
う
事
、
戦
争

は
こ
れ
か
ら
も
自
分
達
に
も
な

に
も
い
い
こ
と
を
も
た
ら
さ
な

い
し
誰
も
が
反
対
し
て
い
る
事

を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
分
科
会
の

方
で
は
、
長
谷
川
公
一
さ
ん
、

小
木
曽
茂
子
さ
ん
お
二
人
の
話

を
聞
い
て
い
て
、
日
本
で
は
原

発
再
稼
働
に
対
し
て
活
動
し
て

い
る
こ
と
や
、
原
子
力
施
設
が

軍
事
リ
ス
ク
、
テ
ロ
リ
ス
ク
に

ま
で
な
る
ほ
ど
大
き
い
事
な
ど

を
知
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
話

を
聞
い
て
思
っ
た
事
は
自
分
が

思
っ
て
い
る
よ
り
原
子
力
は
恐

ろ
し
い
も
の
で
何
も
い
い
事
が

無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

を
通
し
て
、
今
ま
で
原
子
力
と

い
う
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
の
も
の

な
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
所
も

あ
っ
た
が
、
詳
し
く
知
る
と
、

と
て
も
危
険
で
あ
る
事
を
知
れ

て
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
全
港
湾
・
小
名
浜
支
部

末
窪

秀
健
）

近
年
急
上
昇

し
て
い
た
最
低

賃
金
に
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
り
は

じ
め
た
。
1
5

0
0
円
へ
の
到

達
目
標
を
遅
ら

せ
た
政
府
の
方
針
転
換
が
最
大

の
要
因
で
あ
る
。
今
年
の
改
定

審
議
で
は
、
最
賃
決
定
の
三
つ

の
考
慮
要
素
の
一
つ「
生
計
費
」

を
軽
視
す
る
現
状
に
注
目
が
集

ま
っ
た
▼
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
の
目
安
審
議
は
7
月
28
日
夜

に
決
着
。
直
後
の
厚
生
労
働
省

の
説
明
会
で
担
当
官
は
、
三
要

素
に
つ
い
て
の
使
用
者
側
の
主

張
を
問
わ
れ
、『
物
価
、
賃
金
、

支
払
い
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
』
と
答
え
た
。
本
来
『
生
計

費
』
と
い
う
べ
き
所
を
厚
生
労

働
省
の
担
当
者
は
『
物
価
』
と

言
い
間
違
え
た
の
だ
▼
現
行
改

定
審
議
の
最
大
の
問
題
は
、
日

本
国
憲
法
第
25
条
の
『
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
』

を
送
れ
る
生
計
費
の
水
準
が
考

慮
さ
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
い

ま
だ
に
地
方
に
よ
っ
て
は
時
給

1
0
2
3
円
と
い
う
暮
ら
せ
な

い
最
低
水
準
が
放
置
さ
れ
て
い

る
主
因
で
あ
る
▼
今
年
の
審
議

で
も
生
計
費
に
つ
い
て
は
物
価

上
昇
だ
け
を
見
て
、上
昇
が『
鈍

化
』し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、

引
き
上
げ
幅
を
縮
小
す
る
根
拠

と
し
た
。
担
当
官
の
言
い
間
違

え
は
、
実
は
審
議
の
現
状
を
正

確
に
言
い
表
し
て
い
た
の
で
あ

る
▼
生
計
費
の
水
準
が
議
論
さ

れ
な
い
現
状
に
、
労
働
側
委
員

も
同
日
の
会
見
で
苦
言
を
呈
し

た
。
政
府
は
い
ち
早
く
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る
最
低
限
必
要
な

生
計
費
を
考
え
る
審
議
に
か
じ

を
切
る
時
で
あ
る
。

第
１９
回
定
期
大
会
予
告

第
１９
回
定
期
大
会
予
告
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